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Summary 
Consciousness surrounding bullying in Japan has a unique structure, and its construction by the end 
of the 20th century was combined with suicide, school and fear in different ways to constructs of 
bullying in culturally diverse countries like Germany and Malaysia. The strong combination with death 
and school has been moderated since the beginning of 2000 by efforts to promote anti-bullying policy in 
schools, something that continues to the present day in Japan. Sharing with students a 105-minute movie, 
titled ‘A Blue Bird’ and featuring the theme of bullying, is one approach used in the anti-bullying efforts 
in schools. Students in two different junior high schools, S (n=156) and K (n=74), in Nagasaki Prefecture 
viewed the movie in the end of 2016. 
   The assessment of the change in consciousness of students after viewing a movie is challenging 
when analyzing written impressions and opinions that represent personal standpoints and words and 
phrases used are selected according to grammar and from an intended direction. By comparison, the 
association method simplifies the collection of associated words through the use of a cure word before 
and after an intervention, in this case the anti-bullying film. The response words are calculated 
quantitatively and qualitatively and recorded on a word map for all participants. A well-constructed 
movie can influence the depth of student self-recognition, and can give suggestions of self-affirmative 
consciousness to the students, who are in the process of forming a sense of self.  
   The influence of the anti-bullying movie on the culture of bullying on schools S and K is 
quantitatively almost similar: the anti-bullying consciousness, which expresses that one must not bully, is 
increased per number of students at School S 13.2% and at School K 5.4%. 
   At School S the top three responses from students to the cue word <school> “study” (73.1% per 
respondents), “friends” (44.2%) and “happy” (34.0%). The movie influenced negative consciousness 
about <me> significantly (p<.05): negative words on <me> decreased 28.3% per student after the movie. 
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   At School K the top three response words to the cue word <school> were “friends” (47.3% per 
student), “study” (43.2%), “teacher” (39.2%), “happy” (12.2%), and with respect to <oneself> there were 
increases in “weakness” (5.4% increase per student) and “importance” (4.1% increase) after the movie. 
There were no statistically significant changes in response words quantitatively concerning the cue word 
<me>. 
   The results show that the anti-bullying movie is effective in increasing anti-bullying consciousness 
and can deeply motivate students to recognize the importance of self. However the influence is 
qualitatively different amongst schools due to the diversity of school character, such as a friendly happy 
atmosphere or rather isolated relationships in the school. Especially in School K the management was 
advised clinically to create cooperative learning opportunities and focus on the relationships of students 
to nurture a happier school atmosphere. 
Keywords：School Diagnosis, Association Method, Change of consciousness by a Movie, 










第５章２節 映画「青い鳥」を観た S 中学校生徒の
〈自分〉意識の変容 

















長崎県佐世保市の 2 つの中学校，S 中学校ならびに K
中学校の生徒が 2016 年 11 月ならびに 2016 年 12 月に，
映画「青い鳥」を観た。この機会に連想法による意識調
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五島市の大規模調査 1)（小学校 4 年生から中学校 3 年生，
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連想マップ(Association Map) Module Version 4.03 ,  Programmed by T. Fujiki  2009.06
Date：2015.12 Cue Word : 学校 回答語 語数 回答者数比
14学校05佐世保・五島 勉強 275 64.9%


















































































































































































































































































































































































図 1 2005 年の佐世保市・五島市の 14 歳の〈学校〉意識 
















校 4 年生から中学校 3 年生まで 11 校について連想調査
を行った。その結果 2 つの市の意識状況は大差なく， 両
地域をまとめて年齢段階別に分析した。そのうち 14 歳の
意識にある〈学校〉2)を図 1 に示す。生徒にとって学校と







「 友 達 」 （ 35.1% ） が い る と こ ろ で ， 「 部 活 」
（27.6％）があると，連想マップの中央に集まった意識，
つまり多数を占める学校認識が語っている。 
連想法において，回答者数比 1/e すなわち 36.79%を超
連想マップ(Association Map)
Date：2016.11 Module Version 5.01 回答語 語数 回答者数比
2016年11月S中全校上映前 Cue Word : 学校 勉強 114 73.1%
友達 69 44.2%









































































































































































































図 2 S 中学校生徒の 2016 年末の〈学校〉意識 
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 さらに，図 1 では「イジメ」を〈学校〉から想起して






Date：2017.01 Module Version 5.01
2017年1月K中学校全校上映前 Cue Word : 学校



























































































































































図 3 K 中学校生徒の 2016 年 12 月の〈学校〉意識 
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長崎県ではいのちの教育（「長崎っ子の心を見つめる教










（22.4%）もいるとの構造で，図 1 と大きな変化はない。 







 K 中学校の意識状況は異なる（図 3）4)。〈学校〉に関
するカテゴリ《否定》（回答者数比 31.1%）が《肯定》
（23.0%）を上回り，「楽しい」（12.2%）は回答語の第
9 位（図 3 右表）に退いている。K 中学校における「い
じめ」（8.1%）の出現率は，2005 年調査の 2.8%，およ

























薄い。S 中学校で回答者数比 1.9％，K 中学校で 5.4%，















 S 中学校生徒の〈いじめ〉に関する意識（図 4，映画
を観る前）を見ると，いじめは「だめ」（回答者数比
15.9%），「してはいけない」（12.1％）との意識が強
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位 2 語で 28.0％に及ぶ S 中学校の意識状況を作り出した
のは意識的な学校運営の成果であろう。 


















（図 5）。長崎市の中学校 2 年生を取り上げると（図 5），
「自殺」（回答者数比 44.2％）は〈いじめ〉の定義域に
入っており，「してはいけない」（23.7％）との意識が
連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
2016年11月S中全校上映前 Cue Word : いじめ 回答語 語数 回答者数比
だめ 25 15.9%





























































































































































図 4 S 中学校生徒の〈いじめ〉に関する意識 




























連想マップ(Association Map) Module Version 2.93 ,  Programmed by T. Fujiki  1997.1
長崎市中学校2年199607 Cue Word:いじめ 回答語 語数 回答者数比
自殺 69 44.2%

































































































































































































































































図 5 1996 年長崎市の中学校 2 年生の〈いじめ〉に関する意識 
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1986 年にも，中学校 2 年生の自死など，いじめに絡むと
見られる児童生徒の自死が続く｡そして 1986 年は児童生














定義の変更により，1994 年から，さらに 2006 年から数
連想マップ(Association Map)Date：2017.2.13 Module Version 5.01
2016年12月K中学校上映前 Cue Word : いじめ 回答語 語数 回答者数比





















































































































































図 6 映画を観る前の K 中学校生徒の〈いじめ〉意識 





ち，1998 年の 19 歳以下の自殺者数が 720 であった時点
をピークに，600 を超える年を挙げると 1999 年に 674，
2005 年に 608，2006 年に 623，2008 年に 611，2011 年
に 622 と，高い水準が続いている。 
こうした時代の背景のなかで行った 1996 年の長崎市
を中心にした中学校 2 年生の意識（図 5）と 2016 年 12


















切》に属する〈いのち〉の回答語が，9 歳 156 名の調査
















表 1  映画を観た後の S 中学校生徒の〈いじめ〉に関する回答語の変化 
2016年11月S中学校上映前 S中学校上映後 増加 減少
Cue Word:いじめ 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比数％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比数％
悲しい 16 減少 -10 -6.4 見て見ぬ振り 11 増加 10 6.3
だめ 25 減少 -7 -4.5 卑怯 10 新出 10 6.3
怖い 18 減少 -7 -4.5 やってはいけない 12 増加 6 3.8
暴力 12 減少 -7 -4.5 責任 6 新出 6 3.8
悪い 11 減少 -7 -4.5 してはいけない 23 増加 4 2.5
差別 8 減少 -7 -4.5 陰口 6 増加 4 2.5
自殺 16 減少 -6 -3.8 気付かない 4 新出 4 2.5
酷い 9 減少 -6 -3.8 悪口 10 増加 3 1.9
辛い 11 減少 -5 -3.2 苦しい 8 増加 3 1.9
不登校 5 消失 -5 -3.2 いけない 5 増加 3 1.9
集団 11 減少 -4 -2.6 したらだめ 4 増加 3 1.9
絶対にしてはいけない 7 減少 -4 -2.6 苦しむ 4 増加 3 1.9
傷つける 6 減少 -4 -2.6 人を苦しめる 3 新出 3 1.9
仲間外れ 6 減少 -4 -2.6 2語差以下省略
無視 6 減少 -4 -2.6
命 5 減少 -3 -1.9
良くない 4 減少 -3 -1.9
喧嘩 3 消失 -3 -1.9
2語差以下省略  
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（2.5％増加）と，図 4 に見える映画を観る前の S 中学校
生徒の意識の上位を占めていた「だめ」「してはいけな
い」のいじめを制する方向が強化されている。 
















連想マップ(Association Map)Date：2017.2.18 Module Version 5.01
2016年11月S中学校上映後 Cue Word : いじめ 回答語 語数 回答者数比
してはいけない 23 14.6%
















































































































































































人数は声を聞責める責任の接し方絶対絶対し絶対に絶対に絶対全員全体に相手相手が相手が相手を相手を相談し相談し増えて他人事多数多数対体罰大人数大勢誰かが誰かが誰かが誰かが誰かを誰にも誰も幸知らな知らな仲間を仲間外注意し長く続く痛い敵 が誰途中で逃げら悩みむ罵る反省 で犯罪悲 しま非人道標的普段は腐って複数物雰囲気忘れて忘れな忘れら忘れる味方は無くさな無くした無くすべ無くそう無くなら無し無駄命を絶と命を落と命を落と面白友情が友達が友達が友達を友達を友達を友達を落書き理由裏切り良くない
 
図 7 S 中学校生徒の映画を観た後の〈いじめ〉に関する意識 










に関する意識は，図 7 のようになった。 
 




























表 2 映画を観た後の K 中学校生徒の〈いじめ〉に関する意識変化 
2016年12月K中学校上映前 K中学校上映後 増加 減少
提示語：いじめ 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数％
暴力 17 減少 -14 -18.9 気付かない 6 新出 6 8.1
悲しい 17 減少 -8 -10.8 わからない 3 新出 3 4.1
悪口 10 減少 -5 -6.8 見て見ぬ振り 3 新出 3 4.1
学校 7 減少 -5 -6.8 卑怯 3 新出 3 4.1
自殺 13 減少 -4 -5.4 してはいけない 6 増加 2 2.7
LINE 4 消失 -4 -5.4 苦しい 5 増加 2 2.7
だめ 12 減少 -3 -4.1 やってはいけない 3 増加 2 2.7
酷い 9 減少 -3 -4.1 いじめる人 2 新出 2 2.7
暴言 6 減少 -3 -4.1 嫌い 2 新出 2 2.7
無視 5 減少 -3 -4.1 助け 2 新出 2 2.7
可哀想 4 減少 -3 -4.1 人を傷つける 2 新出 2 2.7
差別 3 消失 -3 -4.1 転校 2 新出 2 2.7
死 5 減少 -2 -2.7 忘れない 2 新出 2 2.7
仲間外れ 4 減少 -2 -2.7 1語の変化は省略
不登校 4 減少 -2 -2.7
一人ぼっち 3 減少 -2 -2.7
嫌 3 減少 -2 -2.7
涙 3 減少 -2 -2.7
嘘をつく 2 消失 -2 -2.7
格好悪い 2 消失 -2 -2.7
仲間外し 2 消失 -2 -2.7
友達 2 消失 -2 -2.7
1語の変化は省略  
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表 3 S 中学校生徒の〈いのち〉に関する意識変化 
2016年11月S中学校上映前 S中学校上映後 増加 減少
Cue Word:いのち 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
大事 25 減少 -5 -3.2 一つ 27 増加 5 3.2
一つしかない 25 減少 -4 -2.6 一人に一つ 21 増加 5 3.2
生きる 5 減少 -4 -2.6 一つだけ 13 増加 5 3.2
事故 4 消失 -4 -2.6 守る 7 増加 5 3.2
脳 4 消失 -4 -2.6 儚い 6 増加 4 2.5
かけがえのない 11 減少 -3 -1.9 いじめ 5 増加 4 2.5
無くしてはいけない 6 減少 -3 -1.9 誰にでもある 4 新出 4 2.5
親から貰った 4 減少 -3 -1.9 失ってはいけない 6 増加 3 1.9
親 3 消失 -3 -1.9 一人に一つしかない 5 増加 3 1.9
生まれる 3 消失 -3 -1.9 気持ち 4 増加 3 1.9
赤ちゃん 3 消失 -3 -1.9 粗末にしてはいけない 4 増加 3 1.9
2語差以下省略 なくなる 3 新出 3 1.9
2語差以下省略  
 
表 4 K 中学校生徒の〈いのち〉に関する意識変化 
2016年12月K中学校上映前 K中学校上映後 増加 減少
提示語:いのち 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
家族 9 減少 -8 -10.8 人 4 増加 3 4.1
生命 8 減少 -7 -9.5 2語差以下省略
一つしかない 15 減少 -3 -4.1
ハート 4 減少 -3 -4.1
友達 4 減少 -3 -4.1
体 3 消失 -3 -4.1
2語差以下省略  
























は 2015 年までの統計数値を掲げながら，13 頁に「15～
34 歳の若い世代で死因の第 1 位が自殺となっているのは，
先進国では日本のみであり，その死亡率も他の国に比べ
て高い」と「状況は国際的にみても深刻」だと述べる 11)。
日本の 15 歳から 34 歳は，自死による死亡が原因の 1 位
で，人口 10 万人あたりの死亡率が 18.1 であり，欧米諸
国の自殺率（フランス 9.3，ドイツ 7.6，カナダ 12.0，ア
 
連想マップ(Association Map)Date：2017.2.18 Module Version 5.01
2016年11月S中全校上映後 Cue Word : いのち 回答語 語数 回答者数比
大切 87 55.1%












































































































































































図 8 S 中学校の映画を観た後の〈いのち〉の意識図 
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表 5 S 中学校生徒の〈責任〉意識の変化 
2016年11月S中学校上映前 S中学校上映後 増加 減少
Cue Word:責任 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
重い 30 減少 -7 -4.5 大切 17 増加 9 5.7
リーダー 8 減少 -7 -4.5 忘れてはいけない 6 新出 6 3.8
プレッシャー 9 減少 -5 -3.2 守る 7 増加 4 2.5
無回答 11 減少 -4 -2.6 しないといけない 4 新出 4 2.5
生徒会 4 消失 -4 -2.6 忘れない 4 新出 4 2.5
仕事 15 減少 -3 -1.9 自分 7 増加 3 1.9
緊張 4 減少 -3 -1.9 背負う 5 増加 3 1.9
皆をまとめる 3 消失 -3 -1.9 自分がやったこと 3 新出 3 1.9
重たい 3 消失 -3 -1.9 守らなければならない 3 新出 3 1.9
信用 3 消失 -3 -1.9 心 3 新出 3 1.9
2語差以下省略 任せられる 3 新出 3 1.9
必要 3 新出 3 1.9
2語差以下省略  
 
表 6 K 中学校生徒の〈責任〉意識の変化 
2016年12月K中学校上映前 K中学校上映後 増加 減少
Cue Word:責任 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
リーダー 12 減少 -10 -13.5 忘れない 8 新出 8 10.8
仕事 7 減少 -5 -6.8 自分がしたこと 4 新出 4 5.4
重大 5 減少 -3 -4.1 大切 4 増加 3 4.1
キャプテン 4 減少 -3 -4.1 最後まで 3 新出 3 4.1
重い 7 減少 -2 -2.7 自分の行動 3 新出 3 4.1
プレッシャー 3 減少 -2 -2.7 しないといけない 2 新出 2 2.7
義務 3 減少 -2 -2.7 一生 2 新出 2 2.7
班長 3 減少 -2 -2.7 考える 2 新出 2 2.7
無責任 3 減少 -2 -2.7 最後までする 2 新出 2 2.7
やること 2 消失 -2 -2.7 持たなくてはいけない 2 新出 2 2.7
リード 2 消失 -2 -2.7 持つ 2 新出 2 2.7
係 2 消失 -2 -2.7 背負う 2 新出 2 2.7
最後までやる 2 消失 -2 -2.7 1語の差は省略
使命 2 消失 -2 -2.7
先生 2 消失 -2 -2.7
命 2 消失 -2 -2.7
1語の差は省略  
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語種数が 0.2％増加，回答語総数が 14.2％減少している。
回答語の散らばり具合を数値で表すエントロピは 6.05 か
ら 6.08 へと，語種数が増えたためであろう，0.03 の増加
で，ほとんど変化せず，連想マップの各回答語を表す赤



























連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
2016年11月S中全校上映後 Cue Word : 責任 回答語 語数 回答者数比
重い 23 14.6%




























































































































図 9 S 中学校生徒の映画を観た後の〈責任〉意識 
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表 7 S 中学校生徒の〈友だち〉意識の変化 
2016年11月S中学校上映前 上映後 増加 減少
Cue Word:友だち 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
楽しい 35 減少 -14 -8.9 大切 73 増加 8 5.1
一緒にいて楽しい 20 減少 -10 -6.4 何でも話せる 12 増加 5 3.2
大好き 16 減少 -8 -5.1 いじめ 6 増加 4 2.5
喧嘩 14 減少 -6 -3.8 喋る 5 増加 4 2.5
仲間 23 減少 -5 -3.2 好き 4 新出 4 2.5
話す 6 減少 -5 -3.2 優しい 14 増加 3 1.9
遊ぶ 18 減少 -4 -2.6 たくさん 6 増加 3 1.9
よく遊ぶ 4 消失 -4 -2.6 学校 5 増加 3 1.9
信頼できる 7 減少 -3 -1.9 一緒にいてくれる 3 新出 3 1.9
明るい 4 減少 -3 -1.9 2語差以下省略
一緒にいたい 3 消失 -3 -1.9
尊敬できる 3 消失 -3 -1.9
宝 3 消失 -3 -1.9
頼りになる 3 消失 -3 -1.9
2語差以下省略  
 
表 8 K 中学校生徒の〈友だち〉意識の変化 
2016年12月K中学校上映前 K中学校j上映後 増加 減少
Cue Word:友だち 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
楽しい 28 減少 -13 -17.6 大切 30 増加 13 17.6
優しい 19 減少 -12 -16.2 仲間 7 増加 2 2.7
仲が良い 12 減少 -9 -12.2 何でも言い合える 3 増加 2 2.7
遊ぶ 9 減少 -8 -10.8 いじめ 2 新出 2 2.7
大好き 12 減少 -7 -9.5 一人一人違う 2 新出 2 2.7
面白い 10 減少 -7 -9.5 一番 2 新出 2 2.7
喧嘩 6 減少 -3 -4.1 感情 2 新出 2 2.7
friend 3 消失 -3 -4.1 本当 2 新出 2 2.7
信頼できる 3 消失 -3 -4.1 無くしてはいけない 2 新出 2 2.7
頼れる 3 消失 -3 -4.1 1語の差は省略
話す 3 消失 -3 -4.1
明るい 6 減少 -2 -2.7
可愛い 3 減少 -2 -2.7
相談相手 3 減少 -2 -2.7
いつも一緒 2 消失 -2 -2.7
いない 2 消失 -2 -2.7
お喋り 2 消失 -2 -2.7
格好良い 2 消失 -2 -2.7
守る 2 消失 -2 -2.7
助っ人 2 消失 -2 -2.7
遊び 2 消失 -2 -2.7
1語の差は省略  








S 中学校でも K 中学校でも，表 7 と表 8 に見るように，
提示語〈友だち〉において映画の後に最も増加した回答
語は「大切」である。「大切」は，S 中学校で回答者数








中学校で 5.1％減少，K 中学校で 9.5％減少）が軒並み減
少し，「好き」（S 中学校で 2.5％新出，K 中学校で
6.8%のまま映画を観る前後で変わらず）が増えるか変わ
らないまま再認識されている。 













連想マップ(Association Map)Date：2017.2.13 Module Version 5.01
2017年1月光海中全校上映前 Cue Word : 友だち 回答語 語数 回答者数比










































































































































































図 10 K 中学校生徒の映画を観る前の〈友だち〉連想マップ 
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映画を観た後 K 中学校で，「嫌い」が 2.7％のまま再
び想起されており，「怖い」が 1.4％出現し，他の回答語
は消失したが，「本当の人はあまりいない」が 1.4％新た





























































連想マップを上薗恒太郎，2011 の 3 頁に載せた。そこで









意識（図 12）を掲げる。12 歳 422 名の佐世保市・五島
市における〈自分〉意識（図 12）も 13 歳および 14 歳と
同様で，最も多い想起が「人間」（回答者数比 16.8%）


























2016 年末の S 中学校ならびに K 中学校はどうか，そ
 
連想マップ(Association Map) Date：2016.12 Module Version 5.01
2016年12月S中学校「青い鳥」上映前 Cue Word : 自分 カテゴリ名 回答語数 語数比％ 回答者比％
   回答者数：159 名，回答語種数：312 種類，回答語総数：533 語，エントロピ：7.75，連想量総和：20.12 属性 248 46.5 156.0
否定 126 23.6 79.2
肯定 125 23.5 78.6
他 32 6.0 20.1


















































































































































































図 11 S 中学校生徒の映画を観る前の〈自分〉意識 
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連想マップ(Association Map) produced by K.KAMIZONO
Date：2005年12月 Module Version 4.00 ,  Programmed by T. Fujiki  2005.08
12歳自分佐世保・五島 Cue Word : 自分

























































































































































































































男子みたぽっちゃりスカートが坊主が似やや大き毛がある服低い目がある目が大き髪型肌が黒い地味手が小さ顔が小さい隠れ肥満ポニー坊主天パー長い髪太め身 151ｃ右利きモッサたくまし様子髪が生え背 普通ショートヘいつもズボ髪が多い足 長丸髪の毛が黒い髪寒がりやせ寝ぐ中学生に



























































図 12 2005 年佐世保市・五島市の 12 歳の〈自分〉意識 





























連想マップ(Association Map) Date：2016.12 Module Version 5.01
2016年12月S中学校「青い鳥」上映後 Cue Word : 自分 カテゴリ名 回答語数 語数比％ 回答者数比％
   回答者数：159 名，回答語種数：324 種類，回答語総数：542 語，エントロピ：7.68，連想量総和：20.16 属性 273 50.4 171.7
肯定 136 25.1 85.5
否定 81 14.9 50.9
他 51 9.4 32.1



































































































































































図 13 S 中学校生徒の映画を観た後の〈自分〉意識 
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属性 248 　 273 　
肯定 125 　 136 　
否定 126 ▲ 81 ▽
体 2 　 1 　
他 32 ▽ 51 ▲
（▲有意に多い、▽有意に少ない、p<.05） 
 
表 10 S 中学校生徒の映画「青い鳥」を観ての〈自分〉回答語の変容 
2016年12月S中学校「青い鳥」上映前 S中学校「青い鳥」上映後
増加 減少
Cue Word:自分 新出 消失
回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 人数 回答者数比％
頭が悪い 14 減少 -9 -5.7 友達 23 増加 15 9.4
元気 10 減少 -8 -5.0 大切 16 増加 9 5.7
人間 22 減少 -4 -2.5 一人 14 増加 7 4.4
明るい 8 減少 -3 -1.9 勉強 12 増加 7 4.4
バカ 6 減少 -3 -1.9 スポーツが好き 6 増加 5 3.1
ゲームが好き 5 減少 -3 -1.9 家族 9 増加 4 2.5
女 4 減少 -3 -1.9 心 9 増加 4 2.5
本が好き 4 減少 -3 -1.9 責任 5 増加 4 2.5
面倒くさがり 4 減少 -3 -1.9 世界に一人 3 新出 3 1.9
アホ 3 消失 -3 -1.9 2語差以下省略
人見知り 3 消失 -3 -1.9
2語差以下省略  































連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
2017年1月K中が校上映前 Cue Word : 自分











































































































































































図 14 K 中学校生徒の映画を観る前の〈自分〉意識 
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に報告されている（遠藤ら， 2002; Blaney, 1977; 






第５章３節 映画「青い鳥」を観た K 中学校
生徒の〈自分〉意識の変容 
2016 年 12 月の K 中学校〈自分〉についての映画を観
る前の連想マップを，カテゴリに分けて掲げる（図 14）。 















連想マップ(Association Map) Module Version 5.01
2017年1月K中学校上映後 Cue Word : 自分 カテゴリ 回答語数 回答者数比%





































































































































































図 15 K 中学校生徒の映画を観た後の〈自分〉意識 
 

















































回答差 回答差 回答差 回答差
回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％ 回答語 語数 属性 実人数 回答者数比％
バカ 9 減少 -7 -9.5 弱い 4 新出 4 5.4
女 5 減少 -4 -5.4 大切 4 増加 3 4.1
優しい 5 減少 -3 -4.1 嫌い 4 増加 2 2.7
うるさい 4 減少 -3 -4.1 好き 3 増加 2 2.7
ゲーム 4 減少 -2 -2.7 一人 2 新出 2 2.7
バスケ 4 減少 -2 -2.7 言葉 2 新出 2 2.7
笑顔 4 減少 -2 -2.7 個性 2 新出 2 2.7
バドミントン 3 減少 -2 -2.7 行動 2 新出 2 2.7
アイスクリーム 2 消失 -2 -2.7 自己中 2 新出 2 2.7
アニメが好き 2 消失 -2 -2.7 自分に厳しく 2 新出 2 2.7
子ども 2 消失 -2 -2.7 責任がある 2 新出 2 2.7
字が汚い 2 消失 -2 -2.7 卑怯 2 新出 2 2.7
声が大きい 2 消失 -2 -2.7 勉強ができる 2 新出 2 2.7
体 2 消失 -2 -2.7 1語の差は省略
髪が長い 2 消失 -2 -2.7
漫画が好き 2 消失 -2 -2.7
遊び 2 消失 -2 -2.7
1語の差は省略  
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表 12 K 中学校 1 年生，2 年生の映画を観る前の学年別カテゴリ別の〈自分〉意識 
K中学校2年生上映前 K中学校1年生上映前
カテゴリ 語数 回答者数比％ カテゴリ 語数 回答者数比％
属性 53 196.3 属性 39 150.0
否定 22 81.5 肯定 26 100.0
体 18 66.7 否定 16 61.5
肯定 12 44.4 他 7 26.9
他 4 14.8 体 1 3.8  

























連想マップ(Association Map) produced by K.Kamizono
Date：2009年3月 Module Version 4.01 ,  Programmed by T. Fujiki  2006.08
かささぎ６年事後 Cue Word : ぼく・わたし








































































図 16 K 市小学校 6 年生 3 月卒業前の〈自分〉意識 
 
上薗 恒太郎                    30 









































































































4) K 中学校の連想マップの左上に 2017 年が表示されて
いるのはデータ入力時点である。本論冒頭に書いたよう




と し て K 中 学 校 で 有 意 に 少 な い （ p<.05 ） 。 
3〈学校〉調査全回答語に占める「楽しい」の出現数
K中学校 74 ▲ 9 ▽
S中学校 156 　 53 　





































h27honpen/b1_01_01.html (2017 年 5 月 7 日) 
11) http://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/jisatsu/16/dl/1-
03.pdf（2017 年 5 月 7 日） 
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